
スイッチング電源を設計する際、ICの選定に続いて重要となるのが、コイルやコンデンサの選定です。私

どもが開催してきた電源IC関連ウェビナには、「計算が難しい」や「式の意味がわからない」、「計算後の選

定方法がわからない」といった、コイルやコンデンサの選定に関するご質問を多く頂きます。

Day3では電源基礎の締めくくりとして、コイルとコンデンサの基本的な値の決め方、選定方法について解

説しました。

コイルの選定

コイル選定では、はじめに出力電流・スイッチング周波数・

許容リプル電流を基にインダクタンスを算出します。リプル電

流は、最大出力電流の20〜50%程度を目安とします。

次に最大負荷電流を踏まえ、飽和電流値の高いコイルを

選定することで、過負荷時の安定性を確保します。直流抵

抗(DCR)の低い品を選定することで、電力損失や発熱を低

減し、熱的余裕を持たせることができます。

効率、安定性、実装性などの要素を考慮し、バランスが取

れたコイルを選定することが求められます。

入力コンデンサの選定

DCDCコンバータにおける入力コンデンサの選定では、入力

リプル電圧が重要な指標となります。コンデンサ容量が不十

分だと入力電圧が不安定となり、効率や動作に悪影響を

及ぼす可能性があります。そのため、許容されるリプル電圧

から必要なコンデンサ容量を算出します。

コンデンサにはスイッチングによるリプル電流が流れます。リ

プル電流の許容値を満たすことができい場合、ノイズや回路

へのストレスといった様々な問題が発生します。そのため、リ

プル電流の許容値の確認も欠かすことができません。

容量とリプル電流の両要素を満たすことで、安定動作と高

効率を両立することが可能となります。

出力コンデンサの選定
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出力コンデンサの選定では、まず目標とする出力電圧リプ

ルに基づいて必要な容量を算出し、出力電圧の安定化を

図ることが重要です。容量が不足するとリプル電圧の増大や

負荷変動への応答に悪影響を及ぼします。 加えて過渡応

答特性を考慮し、急激な負荷変化時でも電圧変動を抑え

られる容量を選定します。

選定後、実際の評価基板などを用いて出力リプル電圧や

過渡応答の挙動を確認し、設計目標に合致しているか評

価します。これにより、電源の安定性と信頼性を確保し、全

体の性能最適化が可能となります。

■ 本日の登壇者 ■
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